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　友愛活動を通じて「地域支え合い」の取り組み

を始めようとする市区町村老連を支援する。「地

域支え合い応援事業」により、令和元年度から 5

年間で 103 市区町村老連が活動を開始しました。

最終年の令和５年度は 14 府県・政令指定都市老

連、25 市区町村老連で取り組みが行われました。

多くの活動が、人が集う場を設けて、人と人との

つながりを育み、支え合いにつなげようとしてい

ます。本号では、令和 5 年度の取り組みを中心に

報告します。

※／開催頻度、1 回の参加者数（内、一般高齢者

の参加状況）

■町内会と合同で取り組む福祉活動
　青森県  むつ市大平町明生会

　以前から町内会長より「合同で地域の福祉活動

を行いたい」との申し出を受けており、「高齢者

の健康教室」と、

交流を目的とした

「ニュースポーツ

体験」を中心に「ふ

れあいさわやかサ

ロン」を開催。町

内会の尽力で、む

つ市健康づくり推進課、町内会厚生部、むつ市大

湊地区保健協力員の協力も受けることができまし

た。／月 1 回、約 26 人（内、３割程度）

■ 「うたと音楽の力」 で、地域に 「絆」 と 「元気」 を
　千葉県  八千代市長寿会連合会　

「『うたと音楽の力』 で地域社会をつなぐ」と題し

て、連合会が主催となり開催。カラオケメーカー

が提供しているプ

ロ グ ラ ム を 活 用

し、みんなで声を

出して歌ったり、

体を動かしたりし

ました。時には、

「なつかしの歌」

を涙して合唱する姿も見受けられ、フレイル予防

やロコモティブシンドロームの予防となりまし

た。／月３回、約 49 人（内、2 割）地域包括支

援センター職員や自治会長の参加もありました。

■若手の活躍の場となった「にこにこデイ」
　神奈川県  藤沢市柄沢北部喜楽会

　独居、高齢者のみ世帯を対象に開催。プログラ

ムは、口や体の体操、おしゃべりタイム、みんな

で歌唱等。開催日には、会場前にモデル事業とに

こにこデイののぼ

り２本を立て、参

加時に参加者の健

康チェックを行い

ました。日頃接点

をもつことがなか

った高齢者同士の

交流となり、スタッフとして関わることで、若手

高齢者が地域で活躍を始める場となりました。／

月 1 回、15 人（内、約 3 人）

■仲間の絆も深まる「友愛活動憩の場」
　京都市  右京区宇多野学区老連泉寿会

　参加費 （100 円） をいただいて、コーヒーやお

茶などを提供しています。気楽な対話を通じてさ

「お口の健康」を学ぶ

はじける笑顔

健康チェック

支え合いの始まりは、
人と人とのつながり

みずほ教育福祉財団「地域支え合い応援事業」 
—令和 5 年度報告
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まざまな情報交換をしてい

ます。楽しいひと時を過ご

すことで、地域コミュニテ

ィが広がり、仲間同士の絆

も深まり、相談できる仲間

をつくれた人もいます。活

動を通じて得た地域情報－

会員や地域住民の安否確認

や健康状態、認知症状が気

になる人の情報等は、自治会や地域包括支援セン

ター等とも共有して、連携を密にしています。／

月 1 回、30 人（内、5 〜 6 人）　

■認知症の方等を対象にした「ゆるりの部屋」
　高知県  梼

ゆすはらちょう

原 町東区孝山会

　認知症や病気等により、家庭で過ごすことが多

い方を対象に集い

の場を開催してい

ます。認知症の方

には、何度も声を

かけたり、当日は

迎えに行っていま

す。プログラムで

は、興味や関心があることを取り上げたり、でき

ることへのアブローチをしています。／月 2 回開

催、参加者は 1 回約 7 人。（スタッフ 4 人。3 人

が一般高齢者）

■広がる活動の理解と地域住民による協力
　静岡県  御殿場市二子長寿会

「シニアサロン」の開催を地区の回覧板でＰＲし

たところ、折り紙をテーマ

にした会では、地域の方か

ら「教えてあげられます」

と申し出を受けました。ま

た、見学をきっかけに、実

行につながったクラブもあ

ります。／月１回、約 25

人（内、4 〜 5 人）

■�毎月 1 回、集まるきっかけはボッチャと 
スマホ教室

　大阪府四条畷市  楠公老人クラブ

　地域のつながりを広めようと、月に１回、スマ

ホ教室とボッチャ教

室を交互に開催しま

した。楽しく継続でき

るように、講師の方を

地域やスポーツの団体、

ボランティア、地域包

括支援センター、社会福

祉協議会などに協力を依頼して連携先を広げてい

きました。活動を通じてつながりを広め、今後は

子ども達にも参加してもらえるように、自治会を

通じて働きかけています。

■老人クラブの活動が地域ぐるみの活動へ発展
　山口県  山口市老人クラブ連合会

　地域包括支援センターと連携して、地域高齢者

への見守り、声か

け、話し相手に取

り組みました。令

和 6 年度からは、

自治会、地域づく

り協議会、地区社

会福祉協議会、そ

の他の関係団体がネットワーク（協議体）をつく

り、地域ぐるみの活動へ発展しました。

■活動推進に向けた DVD 教材
　熊本県天草市老人クラブ連合会

　友愛活動への関心を高めようと、各支部の友愛

活動をひとつずつ取材して DVD （13 事例、 約 60

分） を作成しました。内容は、市老連改革会議の

メンバーと女性部が共同で企画。活動員や訪問先

の方の生の声も収録。友愛活

動だけでなく、魅力あるクラ

ブを作るためのヒントにもな

る内容になりました。

手作り看板とのぼり

折り紙で交流

食事も提供

にぎやかな研修風景
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　e スポーツを取り入れて「友愛サロン」を始め

たのは令和 4 年度、みずほ教育福祉財団助成事業

を活用して徐々に広がり、令和 5 年度末には、

10 か所で行っています。

　開催は月 1 ～ 2 回、参加者は概ね 15 ～ 20 人。

ゲームだけではなく、「いきいきクラブ体操」や

おしゃべりの時間も大切にしています。活動に取

り組んだリーダーの方々から嬉しい感想を紹介し

ます。

参加者の姿に喜びと役割を実感

※（ ）は実施クラブ数

●中央区  生浜地区老連「村田友愛サロン」（1）
　サロン活動も３年目を迎え、参加者も開催を楽

しみにしています。歩行困難で普段は送迎がない

と活動に参加できなかった方が、『ゲームを遊び

に来たよ』とシルバーカーを押して自分の足で歩

いてきた時にはとても驚きました。

●稲毛区  小仲台地区老連「稲毛友愛サロン」（２）
　サロン活動も 3 年目を迎え、参加者も開催町内

会の回覧板や案内板を利用して参加者を募りまし

た。参加した方から『ありがとう』という言葉を

かけてもらい、このような場が求められているこ

とを改めて実感しました。

北から南から

サロン活動で地域とつながる

● 花見川区  こてはし地区老連「花見川友愛サロ
ン」（2）

　町内会の役員も手伝いをしてくれるようにな

り、今後の協力体制が築けました。参加者の中に

は、「このような機会がなければ、ゲームに触れ

る機会はなかった。新たな目標ができた」と言う

方もいます。活動を通じて会員も増えました。

●緑区  平山地区老連「平山町友愛サロン」（1）
　社協の地区部会役員に呼びかけ、サロン運営に

伴う勉強会を開催。運営にも参画していただき、

外出支援の機会として定着。他の地区部会の視察

もあり、今後、複数のサロンが開催される予定で

す。

これから e スポーツを取り組む方へ

　ゲーム機材の取扱いに不安を抱えている方もい

るかと思いますが、ゲームに長けている地域の若

手世代に企画段階から相談してみてはいかがでし

ょうか？　とても良い地域・多世代交流に繋がる

と思いますよ。是非、新しいアクティビティとし

て楽しんでみてください。

（千葉市老連活動推進員　萩原  守）

地域の理解と協力で広がる
友愛サロン

千葉市老人クラブ連合会

美浜区  磯辺地区老連 「美浜友愛サロン」（２）

千葉市老連 instagram

若葉区 「若葉友愛サロン」 （2）
地域の小学生とゲーム機の取扱い勉強会
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人が集う、おしゃべりが育む人との絆

「今月も公民館のおっきょいスクリーンで映画が

見られるでぇ」「行けばみんなと一緒に話もでき

るけんええなぁ」。参加する方々は、映画を楽し

みにしている人もいれば、みんなと会えることを

喜んでいる人もいます。中心となって取り組んで

いる役員は、活動が地域高齢者の娯楽の一つにな

って、生活に定着しつつあると感じています。

　富熊地域は、超高齢化による独居世帯の増加と

移動手段がないなどの理由から、引きこもり気味

の高齢者が増え、地域の活気が見えなくなってい

ました。そこで、高齢者が気軽に集える（笑える）

場を設けて、人と人との繋がりのある地域づくり

をしたいと、地域の８つの公民館を会場に、「映

画鑑賞とおしゃべりの会」に取り組みました。高

齢者の青春時代、映画鑑賞は国民の一大娯楽でし

た。あの懐かしい感情は、元気の源となる効果が

期待できると考えました。

地域のみんなが担い手に

　開催日は、家族の人が送迎できるように土、日

北から南から

とし、公民館には、開催を知らせるのぼりを作っ

て配布ました。上映する映画はできるだけ２時間

以内のものとし、途中で休憩を入れることにしま

した。今回の助成を活用して、持ち運びを軽くす

るための手動掛け軸型の 100 インチの大画面の

スクリーンを購入、映画の DVD はレンタルで調

達しています。こうして、昨年は 33 回開催、延

べ 800 人近くの方が参加。100 人を超える未加

入者の方の参加もありました。

　活動の担い手（世話人）には、コミュニティ協

議会、公民館、民生委員、サロン主催者、保育マ

マなど、さまざまな地域の方々に協力いただき、

グループ制にしました。青色のスタッフジャンバ

ーを着て、「皆さんに楽しんでもらおう」という

同じ目標を持つことで、つながりが強まったよう

に感じられます。

　今後は、映画だけではなく、漫才や講談もやっ

てみては…という意見もあり、アイデアを幅広く

取り入れていきたいと考えています。さらに、町

内で開催されている「いきいきサロン」との連携

を深めて、高齢者の憩の場を増やしていきたいと

考えています。

（富熊老壮連合会  会長　神野  博之）

「映画  行かん？」
～青春を思い出して元気を取り戻す

香川県丸亀市  富
とみ

熊
くま

老壮連合会 ●クラブ数 8　●会員数 384名

あの頃を思い出して、気分は青春

開催チラシ

とし、公民館には、開催を知らせるのぼりを作っ

開催チラシ

     富熊老壮連合会 西沖クラブ
        映画観賞とおしゃべりの会

         スター見ながらお茶するけんな

   

          

会員、非会員を問わず、
どなたでもOK

   

          

会員、非会員を問わず、

出ておいでや 日時：5月 28 日 第四日曜日13 時 10 分開場 13 時 40 分 映画開始場所：西沖公民館
映画の題名：釣りバカ日誌[ここに出典を記載します。]

みずほ教育福祉財団の助成事業

参加費 100 円

会長 神野 博之 080 4032 3377回
覧
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　白山市老連（会長　村本敬一）は、避難して来られた方々の心の健康が大切と考え、避難
所となっている市内の体育館に出向いて、「輪投げ」や「スカットボール」などの軽スポー
ツを持っていき、楽しんでいただく活動を行ってきました。これまでの活動回数は２月～４

月まで４回、避難所に病気を持ち込まないように、衛生面に十分気を付
けて取り組みました。活動に参加された方々は、「運動不足になっていた
ので、ありがたい」と言われる一
方で、「早く輪島に戻りたい」と涙
される方もいらっしゃいました。
仮設住宅の設置とともに避難所も
人数が少なくなっており、市老連
は、今後の取り組みについて、改

めて考えていこうと思っています。

　本年１月1日に発生した能登半島沖地震から4カ月が経ちます。被害に合われたみなさ
んは、いまだに厳しい生活を送られているところですが、こうした中、老人クラブの仲間の
情報が少しずつ届いてきました。本号では、その一部を紹介します。

スカットボールの準備と確認

避難所でリフレッシュのお誘い   石川県白山市老人クラブ連合会

能登半島地震被災地関連情報

広域避難の高齢者に声かけを！   三重県老人クラブ連合会

　今回の地震災害で、被災を受けた方々が県外に避難している人
も少なくありません。こうしたなか三重県老連は、珠洲市から三
重県に避難している二人の女性と、県老連女性委員会有志による
交流を行い、ＮＨＫ （津放送局） により取材、報道されました。
　交流に参加したお一人、刀祢春子さん（85）は、珠洲市老連
女性部長で石川県老連女性副委員長もされていた方で、当日の様

子や現在の心境などについて語られ、女性委員有志からはお見舞いの言葉がかけられました。
三重県老連にはこの他、「避難先の老人クラブに参加してサロンや地域のグラウンド・ゴル
フ大会に参加した。」などの報告も寄せられており、菅尾裕子事務局長は、「慣れない土地で
広域避難をしている高齢者の方のお役に立ちたいので、孤立を感じる方やお困りの方は連絡
してほしい」と放送を通じて呼びかけました。

全国老人クラブ連合会では、「令和 6 年能登半島地震救援拠金」を展開しています。詳し
くは、全老連ホームページまたは所属の都道府県・政令指定都市老連へお尋ねください。
ご協力をお願いします。 

月まで４回、避難所に病気を持ち込まないように、衛生面に十分気を付
けて取り組みました。活動に参加された方々は、「運動不足になっていた
ので、ありがたい」と言われる一
方で、「早く輪島に戻りたい」と涙
される方もいらっしゃいました。
仮設住宅の設置とともに避難所も

桜を背景にみんなで記念撮影
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防ごう！

消費者被害

〈電子メール等の文面例〉

•  あなたのアカウントに不正アクセスがありました。至急以下のサ

イトからアクセスしてログインしてください。ログインしないと

あなたのアカウントは安全のため失効します。

•  ○○に関する申告の参考となる情報について、メッセージボックス

に格納しましたので、内容をご確認ください。

•  お客さまのアカウントは○○サービスを更新できませんでした。カー

ドが期限切れになった可能性があります。

● 実在する組織をかたる SMS やメールを送信し、ID やパスワード、暗証番号、 ク

レジットカード番号等、個人情報を詐取したうえ、クレジットカード等を不正利

用するフィッシングに関する相談が多く寄せられています。

● 記載されている URL にはアクセスせず、事前にブックマークした正規のサイト

や正規のアプリからアクセスするようにしましょう。

● フィッシングサイトに個人の情報を入力してしまうと、クレジットカードや 個

人情報を不正利用されるおそれがあります。絶対に入力してはいけません。 情

報を入力してしまったら、同じ ID やパスワード等を使っているサービスを 含め、

すぐに変更し、クレジットカード会社や金融機関等に連絡しましょう。 

● ID やパスワード等の使い回しを避けることで被害の拡大を防ぐことができます。

● 困ったときは、すぐにお住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください。

❖困ったときは、消費者ホットライン　局番なしで「１
イ

８
ヤ

８
ヤ

」

ひとこと助言

見守るくん

SMSやメールでの
フィッシング詐欺に注意

見守り新鮮情報　第 479 号 （2024 年 4 月 11 日）発行： 独立行政法人国民生活センター

イラスト：黒崎  玄

　フィッシング詐欺とは、送信者を詐称した電子メールを送りつけたり、偽の電子メールから偽のホーム

ページに接続させたりするなどの方法で、クレジットカード番号、アカウント情報（ユーザ ID、パスワ

ードなど）といった重要な情報を盗み出す行為のことを言います。

　最近ではパソコンだけでなく、スマートフォンでも同様に電子メールや SMS などのメッセージ機能か
らフィッシングサイトに誘導される手口が増えています。

　典型的な手口としては、クレジットカード会社や銀行からのお知らせと称したメールなどで、巧みにリ

ンクをクリックさせ、あらかじめ用意した本物のサイトにそっくりな偽サイトに利用者を誘導します。そ

こでクレジットカード番号や口座番号などを入力するよう促し、入力された情報を盗み取ります。
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安心のゴールキーパーでありたい。


